
報道関係者各位 

２００５年１０月３１日 

中央大学ＦＬＰジャーナリズムプログラム 

 

「第６回宝塚映画祭」で準グランプリを受賞！ 

 

中央大学松野良一ゼミの学生が制作したドキュメンタリー『As Human Beings～日本イスラ

エル・パレスチナ合同学生会議の記録～』が、今月３０日兵庫県宝塚市で行われた「第６

回宝塚映画祭」で準グランプリを受賞しました。１３８本の力作の中、グランプリの該当

者がいないため、実質一位での入賞となりました。本作品は３０日、日本最高レベルの映

写・音響設備を誇るシネ･ピピアで上映されました。 

 

本編より。成田空港で抱き合う両学生 

 

 

≪作品概要≫ 

イスラエル・パレスチナの両大学生が、２００４年８月、新潟中越地震で崩壊する２ヶ月

前の山古志村で共同生活を送った様子を記録したものです。２３日間に渡る共同生活の中

で対立し、そして理解しあう両者を撮影しました。 

＜タイトル＞ As Human Beings ～日本・イスラエル・パレスチナ合同学生会議の記録～ 

＜監督＞   戸田泰雅（中央大学総合政策学部３年） 

＜本編＞   ２７分 

             

≪映画祭概要≫ 

第６回宝塚映画祭（http://www.takarazukaeiga.com/） 

期間   １０月２９日～１１月４日 

審査員  大森一樹（映画監督・大阪芸術大学教授）、杉山平一（詩人・映画評論家） 

槌橋雅博（映画監督・神戸芸術工科大学助教授）、中辻悦子（造形作家）ほか 

 

【お問い合わせ先】 

 広報 豊島 豊  ０９０－５７８１－４５８７ 


